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【CSR活動のあゆみ】
ＩＳＯ１４００１ 認証取得

廃植物油の回収・ＢＤＦプロジェクト開始

小学校における環境学習の開始／琵琶湖環境ビジネスメッセ参加開始

社内環境ポイント制度開始

カーボンオフセット開始（内モンゴルにて植林）

環境報告書の第一号を発行／琵琶湖森林づくりパートナー協定

エコキャップ推進運動開始／愛する地球のために約束する協定

滋賀グリーン購入ネットワーク 入会／グリーン電力を3年間利用

ヨシでびわ湖を守るネットワーク参加／循環型社会創造研究所えこらとの協同事業開始

滋賀レイクスターズ支援開始　エコステーションの設置

いしべ共働作業所 障がい者雇用開始

コナン市民共同発電所へ出資

太陽光発電パネル設置

琵琶湖森林づくりパートナー協定　5年間延長

中間処理棟へLED照明の導入
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2011年
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2016年

創業者の西村裕司が「西村商店」として京都市内で廃棄物回収の事業を始める。

近畿環境保全株式会社を設立。

滋賀県で産業廃棄物中間処理業の許可を取得。破砕機と焼却炉で事業を開始。

中間処理業の許可に品目追加。【廃プラスチックと感染性廃棄物の焼却】

「有限会社新生」を設立。プラスチックリサイクル事業に本格的に乗り出す。

湖南市に「近畿環境保全株式会社 石部リサイクルセンター」を竣工、

2003年より本格的に事業開始。

京都市における一般廃棄物収集運搬業を分社し、有限会社ラゴを設立。

石部リサイクルセンターを別法人に分社化、「株式会社湖南リサイクルセンター」として

現在に至る。この時に子会社の新生も合併。総合リサイクルセンターとして事業拡大。

株式会社きぷらを設立し、5月より廃木材をチップ化しリサイクルする新工場を竣工。

西村忠浩が近畿環境保全株式会社の代表取締役社長に就任。

西村裕司が近畿環境保全株式会社の代表取締役会長に就任。

株式会社きぷらの木材チップ製造施設を株式会社湖南リサイクルセンターに譲渡。

湖南リサイクルセンターにおいて、木くずの破砕施設許可を追加取得。

食品リサイクル施設「F.R.O.Gセンター」を竣工。
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【沿　革】

滋賀県立大学　環境科学部　助教

【第三者意見】

平山奈央子 様

　近年、企業における社会貢献活動が多様化する中で、KINKANグループにおかれましても精力的に取り

組んでおられていることがよくわかる報告書でした。環境分野では、琵琶湖流域の上流にあたる森林整備を

通して下流域の環境を守る活動や、水質浄化の役割を担うヨシの管理、さらには地域の資源循環を目指した

廃油リサイクルの活動など、興味深く拝見しました。その他、「地域社会」の取り組みとして様々な環境イベン

トに出展されたり、環境活動を行う団体へ寄付をされるなど活動の取り組み方も多様です。さらに、滋賀県内

の小学生への環境教育プログラムの実施や女性の労働環境づくり、協働作業所との連携など地域の教育や

福祉についても積極的に取り組まれています。

　これらの取り組みをさらに発展させるために、私の関心や活動に寄せて2点コメントさせていただきます。

まず、1点目として、環境や福祉、教育などの地域の課題が多様化する中で、それら公共の課題解決を誰が担

うのか、ということを考える必要が出てくると思います。公共事業を行政にお任せするのではなく、地域の企

業や市民団体、個人が連携して地域課題を担う時代に来ていると思います。ただし、それぞれの主体には得

意なことやできることに限りがあります。もちろん単独でできる取り組みについてはその方がスピーディーに

進められるのですが、単独では難しい内容についてはそれぞれが得意なこと、できることをうまく組み合わせ

連携することで思ってもみなかった課題解決を成し遂げることもできます。そのために、思いを共有する連携

パートナーを探し、“共に進める”ことを積極的に取り込まれてはいかがでしょうか。

　2点目として、この報告書の内容からもわかるように、環境・福祉・教育・女性の労働環境づくりなど、一見

異なる分野に見えることが時折繋がっています。今後は、地域の環境を題材に地域の子供たちへの学習の

場を提供する、働くお母さんを支援するために環境保全活動の場を提供する、高齢者と子供が一緒に地域

で過ごすプログラムを提供するなど分野を超えた取り組みが考えられます。

すでに実施されていることも多いと思いますが、今後、「他主体との連携」および「分野横断型」の視点か

ら、貴グループのCSR活動がさらに発展されることを期待しております。

近畿環境保全株式会社 営業本部
〒520-3114 滋賀県湖南市石部口3丁目6番13号

TEL 0748-77-7288　FAX 0748-77-7299
E-mail: info@kin-kan.co.jp　
URL: http://www.kin-kan.co.jp

【お問い合わせ】

【受賞歴】
第3回草津市地球温暖化防止大賞　優秀賞　受賞

第2回しが低炭素リーダー賞　受賞

第4回草津市地球温暖化防止大賞　優秀賞　受賞

公益財団法人 全国産業廃棄物連合会 青年部協議会　CSR2プロジェクト

コンプライアンス部門　受賞　社会貢献部門　受賞

2011年

　　　　

2012年

2014年

　　　　　　

　　

KINKAN グループ

■プロフィール
2001年から琵琶湖の環境保全活動に関わり、
現在、マザーレイクフォーラム運営委員、
近畿環境市民活動相互支援センターの理事を務めている。
また研究では、企業、NPO、行政など多様な主体が連携して
琵琶湖流域保全に取り組むための手法について調査している。
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	2016_Part9
	2016_Part9のコピー
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